
❼岐阜市幼児教育推進プラン -大切にしたい３つのことに関わって -

大切にしたい３つのことに関わってⅡ

発達の多様性

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

子どもの権利条約・条例

早期発見と適切で切れ目ない支援

　2017年に告示・改訂された幼稚園教育要領や保
育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育
要領、小学校学習指導要領において、「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」が明記され、幼稚園や保育
園、こども園などの教育･保育施設や小学校が同じ方
向性を掲げて携わっていくこととなりました。
※この「姿」は到達目標ではなく、子どもの育ちの方向をイメージ
したものです。

　岐阜市には、1989年に国際連合総会において
採択された「児童の権利に関する条約(子どもの
権利条約)」をもとに2006年に制定した「岐阜市
子どもの権利に関する条例」があります。
　子どもは、自らの人生において主人公です。そ
のことを念頭に置き、子どもを理解することが大
切です。

❶健康な心と体
❷自立心
❸協同性
❹道徳性・規範意識の芽生え
❺社会生活との関わり
❻思考力の芽生え
❼自然との関わり・生命尊重
❽数量・図形、文字などへの関心・感覚
❾言葉による伝え合い
10豊かな感性と表現

　子どもは様々な遊びの中で、多様な動きを身
に付けます。自分の体を操作できるようになるこ
とは、安全な生活を送る上でも大切です。
　子どもが楽しく体を動かし活動意欲を満たす
ことは、体を使った遊びに意欲的に取り組むこと
につながるだけではなく、基礎的な体力や運動
能力を発達させたり、友達との関わりを通して協
同性や社会性等を育む機会となったりします。

　子どもの特性に早く気付き、適切な対応をしていくこと
で、子どもは「自分は認められている」「大切にされている」と
感じて自己肯定感を育みながら、安心して育っていけます。
　それぞれの教育･保育施設や関係部局･機関等において
は、子どもの特性や教育的ニーズの早期発見と適切で切れ
目ない支援が重要であり、「共に学び、共に育つ」というイン
クルーシブ教育の観点からも、子どもの可能性を十分に
引き出し、伸ばすことが求められます。
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参考資料：文部科学省「幼児期運動指針」

遊びの中の学びを探し
に行こう！
市HPで事例を紹介
しています。

　子どもが、同じ場で共に学ぶことを追求
するとともに、個別の教育的ニーズのある
子どもに対して、自立と社会参加を見据え
て、その時点で教育的ニーズに最も的確に
応える指導を提供できる、多様で柔軟な仕
組みを整備することで実現されます。
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